
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年を迎えて 

 

担当司祭 ⽥丸 篤 

皆さんは新しい年を迎えて何を決意されたでしょ

うか。私はこの新しい年を⾃分とイエス様との関り、

交わりを深める年にしたいと思いました。私たちはイ

エス様のお姿を直接⾒ることはできません。信仰を⽣

きるとは、この⾒ることができないイエス様が今も私

たちと共にいてくださることを思い、このイエス様を

⼤切にして⾃分ができることを捧げて歩むことです。

イエス様を⼤切にするために普段の⽣活でできるこ

とを少し考えてみました。私は朝⽬が覚めた時、天の

⽗とイエス様と聖霊の存在を意識するようにしてい

ます。今⽇もお守りくださいから始めて、⾃分が今⽇

⼀⽇天の⽗とイエス様と聖霊を意識して過ごすこと

ができるように⼒をお願いします。そして洗⾯を済ま

せ、⾝⽀度を整えてから⼩聖堂へ⾏って、まとまった

時間を過ごすようにしています。朝の⼩聖堂は私にと

って神様の前に⾃分を置くことができる⼤切な場所

です。このような場が与えられていることを感謝して

います。こうして神様の前に⾃分を置いて、恵みと⼒

をお願いすると同時に、⾃分が今⽇できること、捧げ

ることができることを⼼に留めています。⼤きな事は

できなくても、⼩さな⾃分ができること、イエス様が

喜んでくださることを⼼に刻みます。そのようにして

１⽇を始めるとやはり何かが違ってくることを体験

しています。 

 私たちはやはり神様の存在を意識することが⼤事

です。神様は私たちの⽅から近づき⼼を向けることを

待っておられます。何も意識しないで漠然と１⽇を過

ごすだけだったら、神様が今も働いてくださっている

ことに気づくことなく⼀⽣を終えてしまうでしょう。

私が昨年ずっと呼びかけてきた毎⽇イエス様と対話

することも、イエス様が今も私たちと共にいて働いて

くださっていることを感じ取るための⼤事な態度で

す。そしてイエス様の⼒と働きを実際に感じることが

できるために、１⽇の中でイエス様のみ⾔葉に触れる

ことも⼤切にしたいです。多くの⼈は聖書のどこを読

めばよいかわからない、聖書を開いても内容がよくつ

かめないという思いを持つ⼈が多いです。私は福⾳の

どの箇所でもよいからイエス様の話された⾔葉に触

れ、その中で今⽇⼼に留めたいみ⾔葉を⼼に刻む習慣

を作ることを勧めます。私たちが毎⽇イエス様のみ⾔

葉に触れ、⼼に刻んでいくなら、その私たちの態度に

イエス様は必ず応えてくださいます。今⽇も⼀⽇がん

ばろうという気持ちにさせていただいたり、普通で当

たり前だと思っていた事の中に神様の働きを感じ取

れたり、平凡に思えた事が平凡ではなく、神様の豊か

な恵みの表れであることに気づくことができます。今

年も始まったこの新しい年を⾃分と神様とのつなが

りを深め、神様が今も共にいて働いてくださっている

ことを感じられる⽇々にしていきたいです。この思い

を神様が豊かに祝福してくださいますように。 
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繋げてくれてありがとう 繋がってくれてありがとう 

教会委員⻑ M J 

あけましておめでとうございます。 

昨年 12 ⽉末をもちまして、４年にわたる委員⻑任期

を終え退任しました。 

「⼤」停電、台⾵被害、建物⽼朽化に伴う各種⼯事、

極めつけはコロナ禍と、⽮継ぎ早に試練とも⾔える出

来事に⾒舞われる中、中⾕・⽥丸両師のご指導と、信

徒の皆さまのご協⼒を得てなんとか乗り切ることが

できました. 感謝、感謝、⼤感謝 

 

この試練を通しての気づきを皆さまと分かち合い

たく、以下まとめてみました。 

・第⼀に⼾塚教会のすばらしい恵みについてです。 

教会建設をやりとげた⼒を受け継ぎ、典礼⼒、親睦

⼒、教学⼒、財政⼒他の諸⼒に根付いています。 

・第⼆に、にもかかわらず⼼配な現象 

信徒の⾼齢化、⻘壮年層の希薄化、財政の停滞と先

⾏き不安などなど。 いまはまだいいが、今後は? 

・第三に、この⽭盾の根本原因としての「意識 価値

観」 

⼾塚教会とは、建前はともかく、教会に来ている⼈

の、来ている⼈による、来ている⼈のための教会と

なっていないか? 

 

 象徴的なできごとは、無⼈ミサを頂点とするコロナ

対応策で在宅化を強いられる信徒の皆さまと(スムー

スにタイムリーに)繋がる⼿段が皆無に近かったこと

です。考えるとおかしなことで、⼾塚教会の兄弟姉妹

は名簿上だけでも 900 ⼈いるのに毎週のミサの参加

者 200 ⼈強としか充分な繋がりをつくってこれなか

った。 

⼀⽅でミサ前の挨拶⽴ちで、来られる⽅を観察して

いると、教会に来られなくなっている⼈がじりじりと

多くなっていると実感します。家族としてこれまでの

繋がりをたもてるのだろうか? 

 

そこで⽴てた仮説が、⼾塚教会の魅⼒の継続でなく

発展です。⼾塚教会の繋がり⽅を継続するのではなく、

弱くなっている環に集中することです。 

魅⼒かがきちんと伝わっていないのではないのか? 

実感がともなう具体性があるだろうか? 

⼈数を追わず、「繋がり⼒」の再⽣、現代化こそ集中

点、そのエッセンスは⼾塚教会の体内に眠っています。 

まず、(ほとんど、⼜は 毎週)「来てない⼈」という

認識を (様々な理由 事情で)「来られない⼈」と変

えてみる。 原因は「来られない⼈」にあるのではなく、

「幸運にも来られている⼈たち」の中にあるという仮

説です。⾒⽅を変えてみると、「来られない⼈」と繋が

る⽅法は無数にあることや、改善し続ける必要に気づ

かされます。流⾏り⾔葉でいえば、レディーメイドで

なくオーダーメイド。そして,気づいたらすぐやってみ

ることが⼤事です。(1匹の⽺を追いかけて⾶び出して

いける) そのためには、教会の運営も統制型からデ

ザイン(⽅針設計管理と監理)とプラットホーム型へ転

換しないとうまくいかないでしょう。 

 

こうした仮説をもとにした実験的試みが、ミサ動画、

メール配信網、お任せパックの三本柱でした。幸い⼆

年間の試⾏をへて、利⽤者からの暖かいことばから、

⼾塚教会の魅⼒の再発⾒をしていただけたようです。 

これらはあくまでも⾼齢在宅信徒という⼩さなくく

りです。 

壮年 ⻘年 学童など、転⼊してきたばかり、はじ

めて教会に来た⼈などなどに優しい取り組みを拡げ

ていくと同時に、押しつけでない楽しい役割(出番)の

創出です。すでに⾏われているならそのワンランクア

ップです。難しい、⼤きなことだけではありません。

教会に来られている⼈(=運のいい⼈)だけに優しい 

からの⾶躍しましょう 

⼀年で完成はしませんが、ゆっくりでも、信徒の皆

さんが⼼をひとつにして、⼩さくても⾏動に転嫁でき

れば、⼾塚教会は前進すると思います。 

 お任せパックの利⽤者のかたからのうれしいこと

ば「繋げてくれてありがとう」に対しては「繋がって

くれてありがとう」です。 

教会委員⻑のことば 
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★★信徒の声★★ 
 

⽇々、朗らかに 

F N 

私事、｢あけおめ。ことよろ｣は孫たちと私の賀詞

メールである。 

彼らは、年明けお年⽟の集⾦に来る。孫の 1 ⼈は幼

い時、｢お年⽟のために⻑⽣きしてくれ︕｣と私に願

った。以来、私はお年⽟を与える愛に⽣きている。 

 

さて、年は明けたが、実に深刻な命の危機が世界

に広がり、特に弱者の呻き声、助けの叫びが⾼まっ

ている。ひどく⼼が痛む。2重3重に苦しむ⼈たち

に⼼を向け、⽀援すること。未來に世界の平和と安

定に開かれた道があると⾒る余裕が必要であると思

う。 

それにしても神がいるのに、なぜ悪があるのか。

悪が放置されているのか。諸説がある。(故岡⽥武夫

東京⼤司教著｢悪の研究｣参照)。その答は、東⽇本⼤

震災のあと⽇本に住む 7 才の少⼥の質問状に対する

教皇ベネディクト 16世の返書に尽きると思う。 

｢どうしてわたしたちはこんな怖い思いをしなければ

ならないのでしょうか︖｣ 

これに対する教皇の返書要旨は以下。 

｢どうして皆さんがこれほど苦しまなければならな

いのか、わたしには答えることができません。でも

神様は、皆さんの側にいてくださいます。神様は、

皆さんを助けてくださいます。いつか、この苦しみ

がなぜ起こったのか、分かる時がくるでしょう｣。 

私は、｢御受難の詳細｣を何度も何度も凝視してい

る。そこに悪に対応する原点がある。主イエスは、

悪と闘う模範を⽰された。 

｢⼗字架刑の前、イエスは裸にされ、ひどく叩か

れ、鞭打たれ、ののしられ、嘲弄され、荊(いばら)の

冠をかぶせられ、さらしものにされ、軽蔑され、唾

を吐きかけられた。冷酷な者たちによって虐待さ

れ、あざけられ、⾎まみれになり、動物以下の扱い

を受けられた。イエスは出⾎のため殆ど意識不明の

状態のまま重くて担ぎにくい⼗字架を丘の上まで背

負わされ、その上に釘づけにされた。そして、ゆっ

くりと苦しみが増す死の拷問にかけられた。イエス

の⾎が、流れる間、ののしる者たちは彼が苦しんで

いるのをからかい、主イエスが、ご⾃⾝を神である

と⾔われたことに侮辱の⾔葉を投げつけた。 

そして、イエスは｢わが神、わが神、どうしてわたし

をお⾒捨てになったのですか｣と叫ばれ、やがて息を

引き取られた。イエスの死を｢⽝のように殺された｣

と⾔い表したのは故遠藤周作だ。 

 

何故、神は、ご⾃分の⼦どもに対して、この⾝の⽑

もよだつような凶悪⾏為を許されたのか。ボンヘッ

ファーというフランシスコ会⼠は、｢神は、御⾃⾝を

この世から⼗字架へと追いやられるにまかせた。神

は、この世において無⼒で弱いものとして私たちの

もとにおり、私たちを助けてくださる。キリストの

助けは、全能ではなく、弱さと苦難による｣と述べて

いる。神は造った⼈間を、とことん世話して⾯倒み

て、深い苦海に沈んでいる世界中の⼈間どもをなん

としても救いたいのだ。 

｢愛とは、⼈の善のために苦しむこと｣である。これ

ほどまでに深く神に愛されているのは、わたし⾃⾝

が凄くいいことを何かやってきたからか。 

皆無。…………伏して感謝するのみ。ただただ単純

で謙虚でありたい。 

 

誰あろう、私達は神のこの世の最終計画を知らさ

れている。その時、私達はいと⾼き神の栄光を⾒

る。⼤いなる歓喜と⾄福に私達が包まれ、永久に神

の家族の 1 員として迎えられ神と共に⽣きるように

なる。その⾝に余る光栄に胸踊らせて、今年も朗ら

かに⽣きよう。⼈に仕えよう、世界の平和と安定に

喜んで寄与しよう。困難があっても聖霊が必ず助け

て下さる。斯くして、天に叫ぶ。｢かみさま、ことよ

ろ』と。
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１２５年前から「すべてのいのちを守るため」 

 

マリアの宣教者フランシスコ修道会 T 

2 年前に⼾塚修道院へ異動となり、「祈りの集い」の

お知らせをもって初めて⼾塚教会の⾨をくぐった私

を温かく迎えてくださり、さらに今回、⼾塚教会便り

を書く場までいただきましたことを感謝致します。 

 

今⽇は、マリアの宣教者フ

ランシスコ修道会（ＦＭＭ）の

物語を聞いてください。１２

５年前、５⼈の姉妹が熊本の

ハンセン病者への奉仕のため

に⽇本へ派遣されました。当

時は治療薬もなく、排

除され差別されていた

病者のいのちを守るた

めでした。その後、彼

らの遺児たちのために養護施設が、捨てられていた⽼

⼈のためにホームが・・・と⼈々の必要に応じて聖⺟

の丘と呼ばれるその敷地内に様々な施設ができてい

きました。その中には慈恵病院もありました。 

 

時がたち、施設で働く姉妹達は少なくなっていきま

したが、慈恵病院の蓮⽥太⼆先⽣は、いのちを守ると

いう精神を引き継ぎ「こうのとりのゆりかご」を始め

られました。現在は２代⽬の蓮⽥健先⽣が孤⽴出産

（事情により病院を受診することなく、⾃宅、ホテル、

⾞内などで秘密に出産する）によるいのちの危険から

⺟⼦を救おうと⼿を尽くしておられます。これまでに

１５５⼈の幼⼦の命が助けられ、４１，３４３件の相

談に対応しておられます。この活動に私財を投げうっ

て（必要経費⼆千万円のうち⾏政からの⽀援は数⼗万

円です）働かれる先⽣とスタッフの⽅々の熱意に驚く

ばかりです。 

私は慈恵病院で⽣まれました。⺟が陣痛の苦しみの

中で、名も知らないシスターが時も所も構わず、全⼒

で腰を摩ってくれたことを忘れないと話してくれた

ことがありました。だから私が FMM に⼊ることにな

った、のかどうかは主のみがご存じですが、ひとつ⾔

えるのは確かに、この聖⺟の丘には１２５年前から続

く「すべてのいのちを守る」という⼼が今も、姉妹を

通して「いのち」に出会った⼈々によって息づいてい

るということです。 

 

１２５年前、いのちを懸けて渡⽇し、⽇本語を学び、

⽇本⼈のように⽣活し、すべてを捧げて⼈々に仕えた

姉妹達。それはいのちの主、イエス・キリストと出会

った⼈々の物語なのです。そうして、今、私たちＦＭ

Ｍは⽇本創⽴１２５周年を祝っています。これまで導

いてくださった主に感謝し、これからも導いてくださ

る主に従い、すべてのいのちを守るために祈り、開か

れた共同体になることができるようその恵みを願っ

ています。    

 

「私たちは、すべてのいのちを守ります。いのちを

そのままに抱きしめ受け⼊れる共同体となるよう招

かれています。」 （教皇フランシスコ訪⽇講話） 

 

 

 

 

 

男性患者さんから日本語を学んだ姉妹達

は熊本弁でした 

最初に姉妹がしたことはハン

セン病者の足を洗うことでし

たー１２５周年のロゴマーク 
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1. 愛の献⾦配布先 決定 

１２⽉教会委員会で検討の結果 下表の様に承認されました。この決定により 福祉部員が各法⼈、団体の
活動状況を実際に確認できることも考えて ２名１組で訪問し献⾦をお渡ししています。今後とも 地域に
根ざした活動を中⼼にした⽀援を⽬指して活動を続けてゆきたいと思います。引き続き皆様の温かいご⽀援
をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ステラ・マリス ⽑⽷の帽⼦ 

12 ⽉ 18⽇「⽑⽷の帽⼦を編む会」をはじめとする⼾塚教会の信徒の皆さん、2017年から続くカリタス⽯

巻ベースの皆さんが編んだ帽⼦を、横浜港に停泊中の外航船、数隻に届けました。⽑⽷の帽⼦は、⽯鹸、⻭

ブラシ、それに折り紙のクリスマスリースなどと⼀緒に、⼀⼈分ずつプレゼント⽤の袋に⼊っています。コ

ロナ禍で⼀層過酷な労働を強いられているアジア出⾝の若い船員の皆さん。プレゼントを受け取る笑顔が印

象的でした。1920年にイギリスの港で始まったステラマリスは、カトリック教会が全世界の港で⾏う活動で

す。今後につなげましょう。 

 ＊ 外航船に向かう船上で ステラマリス（海の星）の仲間達と 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年  愛の献⾦   

寄 付 先 
 

⾦  額(円) 

＊⽇本カトリック海外宣教者を⽀援する会 宗教法⼈ 50,000 

横浜マック 認定 NPO 法⼈ 43,850 

横浜ダルク・ケア・センター NPO 法⼈ 50,000 

聖園⼦供の家 社会福祉法⼈ 50,000 

⾵のバード NPO 法⼈ 50,000 

シャロームの会 NPO 法⼈ 50,000 

横浜オリーブの会 任意団体 30,000 

やまぶき⼯房 NPO 法⼈ 30,000 

アトリエ窓 NPO 法⼈ 30,000 

クローバー 社会福祉法⼈ 30,000 

関内⽀援グループ ⼾塚教会信徒 G 30,000 

ファミリーホーム⽀援グループ ⼾塚教会信徒 G 30,000 

  合 計 ⾦ 額   473,850 

福祉部からのお知らせ 

＊寄付先規定により振込送

金になりました。 

（注）信徒より福祉バザーの寄付

12,000 円（匿名希望）有。横浜マ

ックへ寄付としたので横浜マッ

ク寄付。合計は 55,850 円になり

ました。 
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12 月 24 日(土) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス夜半ミサの様子 

福音朗読

説教 

奉納祈願 

香を焚く 

入堂→ 

イエス像

を飼馬桶

に安置 

退堂 

教会正面

のイルミ

ネーショ

ン 

ミサ前の

祭壇 
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＜教会委員会からのお知らせ＞ 

〇財務担当から 

「1 ⽉ 29 ⽇に「世界こども助け合いの⽇」の献⾦がありますので、ご協⼒をお願いします。」 

〇典礼部から 

「☆1 ⽉ 14 ⽇(⼟)〜2 ⽉ 12 ⽇(⽇) 古い枝の回収を⾏います。（ロビー⼊⼝の段ボール箱） 」 

※委員会報告は、委員会開催が通常よりも遅い⽇程だったため、２⽉号にまとめて掲載予定です。 

 


